
平成１８年度当初予算(案)主要事業説明
一　般　会　計

（０８）土　木　費 （単位：千円)

18年度 17年度

予算額 予算額

自主防災組織育成 8,468 7,673 防 災 対 策 課

総 合 防 災 訓 練

2,640 3,000 防 災 対 策 課

17,950 15,148 防 災 対 策 課

街灯の整備及び照度改善事業

　街灯新設工事

　・20Ｗ蛍光灯　　　　　　　　　　　592灯

サ ン ラ イ ト 事 業 　・40Ｗ高圧ナトリウム灯　　　　　　 56灯 216,209 212,569 道 路 維 持 課

  ・鋼管ポール建柱　　　            31本

　老朽街灯更新工事　　　　　　　　　343灯

除雪作業等委託

　・除雪延長　Ｌ＝2,138.9Km

　（車道1,968.3Km 歩道170.6Km）

　・除雪機械台数　825台

除 雪 対 策 事 業 凍結防止剤散布作業委託　　Ｌ＝71.3Km 369,356 374,799 道 路 維 持 課

除雪機械借上　　　67台

小形除雪機借上　　35台

補助事業

　・下奥井広田線外１線　更新　　　227,000千円

　・五本榎一本木線外４線　新設

消 雪 対 策 事 業 負担金、補助金 449,802 357,309 道 路 維 持 課

　・町内消雪市有施設に係る負担金

　・町内消雪装置設置事業補助金

所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

地域の防災力向上のため「みんなのまちは、みんなで
まもる」という趣旨に基づく地域住民の自発的な意思
による自主防災組織の育成を促進する。
・自主防災組織活動事業補助
防災資機材整備補助（１２組織を予定）
防災訓練実施補助（延べ７０回を予定）
平成１８年１月現在結成状況１２１組織

災害対策基本法の規定により、大規模な地震発生を想
定した、総合防災訓練を実施することにより、防災関
係機関相互の連携強化と、住民の防災意識の高揚を図
る。また、職員の災害時の迅速な対応を図るため、職
員参集訓練や図上訓練を実施する。
・平成18年度予定（婦中、八尾、山田地域）
・平成17年度(県、市、国土交通省との合同開催）

市民に配布する洪水ハザードマップを作成する。洪水ハザードマップ
策 定



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

道路の補修整備により排水機能の回復や円滑で安全な

交通確保を図る。

側溝補修工事　　　Ｌ＝11.79Km

リフレッシュ事業 歩道補修工事　　Ｌ＝0.41Km 640,994 610,739 道 路 維 持 課

歩道段差の解消（バリアフリー事業） 　78箇所

道路舗装補修工事

県庁線及び富山駅根塚線等の市街地の幹線に

おける街路緑化景観の向上を図る。

　・植樹帯・街路樹等の基本管理の充実

街 路 樹 管 理 事 業 　・季節感と彩りのある植樹帯の整備 104,901 109,650 道 路 維 持 課

　・雪囲いの活用による冬期間の景観の創出

　・交差点付近の視距の確保と飾花整備

補助事業　　　              　　711,900千円

　・横内西ノ番線  工事（擁壁工）

　・寺町線　工事（舗装工)、用地

市 道 整 備 事 業 　・町村線  工事（側溝工)、用地 2,370,633 3,244,902 道 路 課

　・高木高木出村線　委託、用地、工事（側溝工）

　・中老田針原線  委託、用地

　・西の宮森線　工事、委託、用地外

　・水橋東部１号線  工事（舗装工、側溝工)

　・天正寺１８号線　工事(側溝工)

　・くらしのみちゾーン　工事(カラー舗装外)

　・中番中央線 工事（Ｌ=140m)、委託、用地外

　・保内神通線　工事（Ｌ=500m)、用地外

　・福島前山線　工事（Ｌ=270m)、用地外

　・田島鵜坂線　工事（側溝工、舗装工)

　・今山田鎌倉線　工事（法面工、擁壁工)、委託、用地外 



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

単独事業　　               1,658,733千円

　・横内西ノ番線  工事（水路工) 、用地

　・寺町線　工事(舗装工)

  ・水橋東部１号線 工事(舗装)

　・金屋線 工事（側溝工)、用地、委託外

　・新根塚花園町線　  用地

　・八ケ山石坂線　　工事（舗装)、用地

　・新保７号線　工事(側溝工)、委託

　・中大久保高内線　委託、用地外

　・岩木長附線  用地、補償

　・セーナー苑線 工事(L=270m)、委託外

市道整備事業(続き) 　・大庄停車場線　 工事(水路工、舗装工)、用地、補償
外
　・富山岡田線　 工事(水路工外)、委託、用地外

　・中神通西神通２号線　 工事(拡幅改良Ｌ＝150ｍ)

　・城生深谷線　 工事(拡幅改良Ｌ＝150ｍ)

　・杉田薄島線　工事(Ｌ＝30ｍ)

　・宮ヶ島添島線　工事(舗装工、側溝工)

　・その他市道整備事業

　    道路改良工事

　    舗装新設工事

　　　道路交通支障箇所改善工事

　　　交通安全施設整備工事(防護柵・反射鏡)

     施設案内板（一般県道四方新中茶屋線　1箇所）

・県施行街路整備事業負担金　　325,000千円

　　県施行街路事業に対する市町村の一部負担金

県道整備促進事業 ・県単独道路改良事業等負担金　　72,196千円 397,196 447,051 道 路 課

　　県単独道路改良事業等に対する市町村の一部負担

　　金

　・補助要件　幅員が2.0ｍ以上

私道舗装補助事業   ・補助金額　事業費の4分の3以内(上限　1,500千円) 8,400 12,000 道 路 課

  ・水橋常願寺右岸本線            90,000千円

   　 工事(舗装　Ａ＝6,300㎡)外 90,000 90,000 道 路 課

　新富山市が各地域の特色を生かし、福祉・経済・産業

・観光などで互いの連携を強めながら発展していくため

安全で利便性の高い道路整備を進める。このため、既存

の国道・県道・市道の活用を基本とし、新しい市域を捉

新市道路整備計画 えた道路の整備計画を策定する。 10,000 8,000 道 路 課

策 定 事 業 ・委託　　　将来道路網の策定 （9月補正）

　　　　　　整備計画案の評価

　　　　　　道路整備計画の策定

県 補 助 道 路 等
整 備 事 業



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

（ 新 規 事 業 ）

34,110 道 路 課

1,500 2,400 道 路 課

主要幹線道路の橋梁耐震補強と併せて老朽化した橋梁

を計画的に整備し、緊急時の物資輸送の確保を図る。

橋 り ょ う 維 持 ・橋りょう補修工事(田島３号橋)

補 修 事 業 ・橋りょう応急修繕工事 39,099 164,375 道 路 維 持 課

・開発陸橋落橋防止・耐震設計業務委託

・観光橋落橋防止設計、コンクリート診断

・田島３号線橋測量設計業務委託

・妙川寺跨線橋測量設計委託

豪雨時における浸水解消を図るため河川水路の

浚渫及び補修を行うと共に周辺の居住環境の美化

河 川 水 路 維 持 に努める。

補 修 事 業 費 河川水路浚渫工事 50,004 52,731 道 路 維 持 課

河川・水路（6河川）

河 川 水 路 318,194 313,662 河 川 港 湾 課

整 備 事 業

補助事業

　準用河川

　　・中川　　橋梁・取付護岸

　　・がめ川　L=20.0m

　都市基盤河川

　　・馬渡川　 Ｌ＝20.0ｍ

　　・宮路川　Ｌ＝30.0ｍ

単独事業

 ・河川水路新設改良

　　・排水路　         　　         Ｌ＝996ｍ

　また、市民生活に密接な地域内排水路の溢水対策、
環境対策として排水路の整備を行う。

　本市の市街地中心部においては、歩行者と自転車の
通行量も多く、両者の間に軋轢を生じている。社会実
験アンケートや市民アンケートの結果においても、歩
行者と自転車の分離を望む声が多いことから、歩道上
に通行区分を促すステッカーを設置して、両者の安全
性や快適性を確保する。

基幹河川である準用河川・都市基盤河川の改修により
治水機能の向上を図るとともに、あわせて、河川環境
にも配慮し、多自然型河川の整備に努める。

自 転 車 利 用 環 境
整 備 事 業

　少子高齢化社会が進む一方で、自動車保有台数割
合、自動車交通の割合が全国的に高いことから、高齢
者等が安全に安心した暮らしが出来る支援として、既
設道路の通行等において安全で快適に利用でき、ま
た、環境にも配慮した道路整備をおこなうもの
・防護柵設置
・注意看板設置
・渋滞交差点改良

安心安全通行空間
整 備 事 業



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

浸 水 対 策 事 業 438,550 290,500 河 川 港 湾 課

・新鍛治川改良工事・委託  Ｌ＝　55.0ｍ 

・佐田川改良工事    Ｌ＝　70.0ｍ   

・大泉東部排水路改良工事･補償　Ｌ＝110.0ｍ

・岩瀬川排水路改良工事・補償　Ｌ＝97.0ｍ

・北代排水路改良工事    Ｌ＝150.0ｍ    

・羽根３区排水路改良工事・補償　　L=6.0m 

・長江新町排水路改良工事　　L=85.0m   　

・呉羽本町排水路改良工事　　L=10.0m     
・堀川排水路改良工事・補償　L=34.0m　

・呉羽小学校貯留施設設置工事　　1式　

・久郷調整池　用地・委託　1式　

・羽根調整池　用地・委託　1式

・浸水対策基本計画策定　  委託　1式  

・田貯留における水口調査　委託　1式　　

・岩瀬小学校貯留施設設置工事 委託　1式  

・準用河川新鍛治川浚渫工事 　 L=25.0m  

・準用河川馬渡川浚渫工事　　  L=25.0m　 
・準用河川中川防護柵設置工事　L=62.0m 

・大沢野西排水路工事　L=90m　　

・速星中学校貯留外１施設設置工事　1式　
・希望ヶ丘団地調整池改良工事・委託 1式

水 辺 空 間 事 業 2,000 20,035 河 川 港 湾 課

・白岩川(水橋北馬場外地内)基本設計委託 (A=1.5ha) 1式

急傾斜地崩壊防止 40,466 37,870 河 川 港 湾 課

対 策 事 業
・上ヶ島地区急傾斜地崩壊対策工事

山止工　　L=40m

・茗ヶ原地区急傾斜地崩壊対策工事

法面工　　A=130㎡　山止工　　L=36m

・東谷地区急傾斜地崩壊対策工事

山止工　　L=22m

・小島地区急傾斜地崩壊対策工事

法面工　　A=150㎡

　急傾斜地の崩壊による自然災害から市民の生命、財
産を守るため崩壊の恐れのある箇所について対策事業
を行う。

　都市化の進展に伴い、河川への雨水流入量の増大
や、異常気象による集中豪雨により河川・水路の沿川
低地部で浸水被害が発生している。
  この対策として、河川・水路の改修、バイパス水路
の設置、準用河川の浚渫や雨水の流出を抑制する調整
池などの設置を行う。

　河川敷を利活用し、市民が水と親しみ集い憩える水
辺空間の整備を行う。



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

港 湾 事 務 費 14,954 3,066 河 川 港 湾 課

伏木富山港（富山地区）外港整備関連調査委託

第４回「海フェスタ」とやま負担金

運河のまちを愛する会補助金

港湾２１交流事業負担金

補助事業　　　         　            829,000千円

  ・牛島城川原線 (第２工区） 用地外

  ・下新西町上赤江線  工事（Ｌ＝400ｍ)、用地外

街 路 整 備 事 業   ・八尾駅上井田新線　工事(舗装)、委託外 1,495,800 1,215,470 道 路 課

単独事業                           666,800千円

  ・牛島城川原線（第２工区）  工事（Ｌ＝1,178ｍ)

  ・打出線 工事(Ｌ＝15ｍ)、用地外

　・問屋線　 工事（Ｌ＝60ｍ)、補償外

  ・下赤江新庄線　工事(Ｌ＝200ｍ)、用地外

  ・不二越町秋吉線　工事(Ｌ＝110ｍ)、用地外

  ・大正町池田町線　 委託外

　・その他街路整備事業  用地外

総曲輪線シンボルロード整備事業    120,000千円

（全体事業）　　Ｈ９～Ｈ１９

（平成１８年度）　　平吹町外地内

道路景観形成事業 　　　施工延長　　Ｌ＝240ｍ（歩道整備等） 120,000 121,000 道 路 課

　平成１７年度末進捗率　　  　67.4％

　平成１８年度末予定進捗率 　 73.1％

　県都富山市の海の玄関口である富山港の更なる発展
をめざして、船舶の大型化などに対応できる高度な港
湾機能を備えた富山外港の事業化に向けた調査を行
う。



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

(補助分）

・呉羽山公園(都市緑化植物園）

　　　　　　　　園路広場・植栽工　8,500㎡

・稲荷公園　　　広場工　　　　　　3,000㎡

・山室二区公園　用地取得　 　　1,006.31㎡

・城址公園　　　石垣・広場　 　　11,000㎡

・五福山水苑　　広場・植栽工　　　2,100㎡

・水橋東公園　　園路広場工　　　　4,800㎡

・東中野公園　　広場工　　　　　　5,900㎡

・新桜町公園　　広場工　　　　　　　200㎡

(単独分)

・呉羽山公園(都市緑化植物園）

　　　　　　　　園路広場・植栽工

・稲荷公園　　　広場工

・山室二区公園　用地取得

・城址公園　　　広場工

・水橋東公園　　広場工

・東中野公園　　広場工

・下冨居北公園　広場工　　　　　　1,400㎡

・焼野公園　　　広場工             900㎡

(その他）

・公園施設等整備・改良

・公園設備修繕

・緑花推進事業

　　市民グループの自発的な緑化活動や、緑を育てる

　推進員（(財)花と緑の銀行　頭取・グリーンキー

　パー）を中心とした地域活動を推進し、地域住民に

　よる地域づくりの気運を高める。

・都市の緑を守る事業

　　緑化推進条例に基づき、緑化審議会を設置・指定

　し、民間有識者等の意見を施策に反映させる。また

　古くからある古木・巨木など一定基準を満たす樹木

　・樹林を保存樹木・樹林として指定し、緑の保全と

　美観風致を守る。

・緑を育てる事業

　　緑豊かな潤いのある生活環境を確保するため、緑

　化イベントの開催や、花とみどりの少年団への助成

　など各種緑化事業を積極的に展開し、市民への緑化

　意識の普及・啓発を図る。

・花いっぱいコンクール

　　全市域において花壇コンクールを開催し、優良な

　事例を広く紹介し、地域の緑化が住民自らの積極的

　な参加により実現する運動として、普及・啓発する

　ことにより全市的な一体感の醸成を図る。

公 園 整 備 事 業 費 572,401

花と緑の整備事業費 51,437

960,322 公 園 緑 地 課

51,547 公 園 緑 地 課



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

呉羽丘陵（呉羽山・城山）の取得用地について、自然

環境の保全に配慮した管理を行なう。

・呉羽丘陵竹林除間伐業務委託　2,000㎡

・呉羽丘陵視点場及び園路周辺樹木管理委託

・呉羽丘陵利用促進ワーキンググループ運営委託

　　呉羽丘陵の利用促進方法等について検討を行な

　う。

・呉羽丘陵竹林伐採ボランティア事業

　　呉羽丘陵では全体の約1/3が竹林となっており、

　丘陵地の荒廃が懸念されていることから、既存のボ

　ランティア団体と連携するほか、市内外から参加者

　を募り、竹林を伐採するもの。

（ 新 規 事 業 ） 消防法の改正により、住宅用火災警報器の設置が義務

市営住宅火災警報器 付けられたため、市営住宅において平成１９年度まで 12,800 市 営 住 宅 課

設 置 事 業 計画的に設置するもの。

　・内容　市営住宅の各住戸に一個ずつ設置

昭和48年以降に建設した中層耐火構造の築20年以上

経過した住宅について内装をリフォームする。

市 営 住 宅   ・戸数    20戸

リ フ ォ ー ム 事 業   ・内容    床の張り替え、排水管取替、浴室・台 10,000 10,000 市 営 住 宅 課

           所の改装、各室内壁クリーニング等。

〈見直し内容〉平成17年度実績見込によるリフォー

　　ム戸数の減少及び戸当たりリフォーム費の増加

高齢者の安全性や利便性を考慮した住宅の整備改善

を図る。

高齢者向け住戸改善   ・戸数　　8戸

事 業   ・内容　　緊急ブザー・手すり・３点給湯設備の 36,400 36,000 市 営 住 宅 課

           設置、床段差の解消､浴室のユニットバ

           ス化等

既存市営住宅のバリアフリー化等を推進する。

市 営 住 宅 　・階段手すりの取付（針原団地８棟分） 13,098 24,557 市 営 住 宅 課

バリアフリー化事業 　・高齢者住戸緊急ブザーの設置（下赤江団地）

水橋中村団地建替事業   290,057千円

  ・水橋中村団地２号棟（その1）

   　　ＲＣ４階建　 24戸

公営住宅建設事業 　　　　　（一般用18戸、身障者用2戸、 307,277 998,251 市 営 住 宅 課
   　　　　　 　　 シルバーハウジング4戸）

   　 事業費  430,000千円（18～19年度継続事業）

　・既存住宅解体工事（22戸）

笹津団地建替事業　　   7,220千円

　・4号棟(その3)実施設計業務委託(16戸)

公営住宅等整備計画策定業務委託　　10,000千円

呉羽丘陵整備事業費 6,000 4,500 公 園 緑 地 課



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

ファミリーパーク管理運営委託料

・施設管理費

・計画的修繕費

・動物管理費

・自然環境保全費

・催事事業費

・普及及び飼育展示研究事業費

・ZOO夢21事業費

ファミリーパーク運営事業費補助金

六泉池にかかる負担金

(補助事業）

ファミリーパーク里山生態園　園路･造成

(単独事業）

自然体験センター等設備借上料

備品購入費

ファミリーパーク第二次整備計画見直し事業委託料

22,180 28,000 都 市 計 画 課

9,481 都 市 計 画 課

45,135 199,989 都 市 計 画 課

（ 新 規 事 業 ）

6,000 都 市 計 画 課

　補助内容 45,680 51,543 都 市 計 画 課

・国庫補助制度分  １系統

・県補助制度分  １０系統

・市単独補助　　　２系統

鉄道近代化補助事業 3,433 18,838 都 市 計 画 課

304,806 35,681 都 市 計 画 課

公共交通空白地域における交通手段の確保のため、

コミュニティバス等を運行する。

161,313 183,766 都 市 計 画 課

地域公共交通活性化
推 進 事 業

地域公共交通の活性化を図るため、地域自主運行バス
事業に補助を行うとともに、富山港線フィーダーバス
試行運行、公共交通活性化計画策定調査、ＪＲ高山本
線利便性向上社会実験などを実施する。

富山地方鉄道（株）がサービスの改善や保安度の向上
を図るため実施する、橋梁改修などの鉄道近代化事業
に対し、国の補助制度に基づき、国・県並びに関係市
町村とともに補助する。

コミュニティバス
運 行 事 業

都市づくりの具体性のある将来ビジョンを確立し、地
域における都市づくりの課題とこれに対応した整備の
方針を明らかにする。

東岩瀬駅舎の改修を行うとともに、岩瀬大町・新川町
通りの伝統的建物や一般建物の修景工事に対して補助
を行い、岩瀬地区の景観形成を推進する。

市全域における各地域の景観特性の実情を把握し、今
後のよりよい景観形成を計画的かつ総合的に進めるた
めのガイドラインを策定する。

市民にとって最も身近な公共交通機関となっている路
線バスの維持・存続を図るため、赤字路線に対し、
国・県とともに補助する。

市民サービスの向上を図るため、用途地域や都市計画
道路等の都市計画情報を総合的に管理する地理情報シ
ステムの整備に着手する。

富山市景観形成基本
計 画 策 定 事 業

生活バス路線維持費
補 助 事 業

都市マスタープラン
策 定 事 業

（ 新 規 事 業 ）
都 市 計 画 Ｇ Ｉ Ｓ
整 備 事 業

わ が ま ち 整 備
促 進 事 業

ファミリーパーク
管 理 事 業 費 414,349 408,563 公 園 緑 地 課

ファミリーパーク
整 備 事 業 費 44,940 44,211 公 園 緑 地 課



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

藤木東地区、打出地区、富山空港北地区の組合施行

組 合 施 行 事 業 土地区画整理事業に対して助成する。 66,800 98,820 都 市 整 備 課

都市計画道路や区画道路を計画的に築造し、良好な

市街地の創出を図る。

　都市計画道路及び区画道路築造工事　L=1,005ｍ

山室第２土地区画 　建物及び工作物移転補償等 山 室 第 ２

整 理 事 業 （全体計画）平成９年度～２５年度 808,747 878,074 土 地 区 画

　面　　積　約51.4ha 整 理 事 務 所

　総事業費　14,659,000千円

　平成１７年度末進捗率　　　　　43.8％

　平成１８年度末予定進捗率　　　48.8％

事業の完了に向け、換地計画の作成等を行う。

　出来形確認測量及び事業計画変更等

　富山駅北線歩道拡幅工事　Ｌ＝550ｍ

下 新 町 土 地 区 画 （全体計画）平成９年度～平成１８年度 158,564 304,144 下 新 町 土 地

整 理 事 業 　面積　19.6ha 区 画 整 理

　総事業費　　4,556,000千円 事 務 所

　平成17年度末進捗率　　　　86.6%

　平成18年度末予定進捗率　　89.1%

北陸新幹線の早期整備に向け、沿線住民の理解と協力

を得ながら、鉄道運輸機構・県とともに事業の着実な

北 陸 新 幹 線 推進を図る。

対 策 事 業 また、一日も早い全線整備に向け、関係団体とともに 158,742 162,223 新幹線・富山

国等に強く要望していく。 駅周辺整備課

・北陸新幹線建設負担金  150,000千円

北陸新幹線が高架で富山駅に乗り入れることから、新

幹線と併せて在来線を高架化し、県都富山市の玄関口

富山駅周辺地区南北 に相応しい賑わいのある都市空間の創出を図るため鉄

一体的なまちづくり 道の高架化を契機とした富山駅周辺地区南北一体的な 1,655,081 932,184 新幹線・富山

事 業 まちづくりを実現するもの。 駅周辺整備課

・富山駅周辺地区土地区画整理事業  1,376,000千円

・県負担金（連続立体交差事業）      258,000千円

富山港線を路面電車化し、将来的に既存の路面電車と

接続する事で本市の南北の鉄軌道軸の強化が図られ、

富山港線路面電車化 中心市街地の活性化や公共交通体系の再整備に寄与 1,726,390 2,966,693 富 山 港 線

事 業 するものであり、併せて全車低床車両を導入すること 路 面 電 車 化

で、人にも環境にもやさしいまちづくりの実現を目指 推 進 室

す。

・公有財産購入費（買戻し）           18,252千円

・補助金（鉄道資産取得に係る業務他）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1,708,138千円

富山港線の路面電車化に併せて、都市計画道路綾田北 富 山 港 線



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

富山港線路面電車化 代線の道路交通の確保が必要であるため、道路拡幅整 264,322 1,045,004 路 面 電 車 化

関 連 事 業 備を行うもの。 推 進 室

災害に強いまちづくりの推進を図るため、木造住宅の

建築物の安全安心 耐震化を図る。

推 進 事 業 ・一戸建て木造住宅の所有者が実施する耐震改修工事 13,021 230 建 築 指 導 課

　に対し、その費用の一部を助成するもの。

・耐震改修の必要性について市民に対し、ＰＲ・啓発

　を行う。

総曲輪通り南地区市街地再開発事業費補助金等

　(18年度の補助概要)施設建築物工事費、工事監理費

総曲輪通り南地区 　(施設計画) 地区面積  約1.13ha 1,087,285 381,095 都 市 整 備 課

市街地再開発事業  　          主要用途　商業施設

   　        規模構造　地下1階、地上7階

　                   　鉄骨鉄筋コンクリート造

 　          延床面積　約44,200㎡

①（仮称）グランドプラザ整備事業     538,000千円

　西町・総曲輪地区と総曲輪通り南地区両再開発地区

ま ち な か 拠 点 　の間の公共空間の整備を図る。 548,000 341,000 都 市 整 備 課

整 備 事 業 ②平和通り等整備事業            10,000千円

　賑わいの創出のため西町交差点から一番町交差点

　までの平和通りの再整備を検討する。

　まちなかの再生を図るため、まちづくり指針を検討

ま ち な か 再 生 　するとともに、まちづくり活動に取り組んでいる地 15,000 610 都 市 整 備 課

推 進 事 業 　区の整備方針や事業効果を検討する。

堤町通り一丁目地区優良建築物等整備事業費補助金

　(18年度の補助概要)施設建築物工事費、工事監理費

堤町通り一丁目地区 　(施設計画) 地区面積  約0.3ha 189,400 192,800 都 市 整 備 課

優良建築物等整備 　           主要用途　店舗、集合住宅、駐車場

事 業 　           規模構造　地下1階、地上14階

　                   　鉄筋コンクリート造

　           延床面積　約12,000㎡

①都市再生整備事業               6,000千円

( 新 規 事 業 ) 　都市再生整備計画の効果把握を行うとともに、事業

中 心 市 街 地 　計画について、広く啓発を図る。 12,000 都 市 整 備 課

ま ち づ く り 事 業 ②低未利用地活用推進調査事業 　　 6,000千円

　コンパクトなまちづくり、まちなか居住等の推進の

　ため土地の集約や都市機能の導入を中心としたまち

　づくりを検討する。

・ヤングファミリー住宅取得支援事業（富山）

住宅取得支援事業 23,222千円 58,827 72,504 都 市 計 画 課

・定住支援事業（大山、八尾、山田）

30,605千円

・富山市定住支援事業調査業務委託　　　5,000千円

住宅取得を支援することにより、地域の定住人口の増
加を推進する。



18年度 17年度

予算額 予算額
所　管事　業　名 概　　　　　　　　　　　　要

優 良 賃 貸 住 宅

建 設 促 進 事 業 15,230 46,310 都 市 計 画 課

都心の居住機能の充実、再生を図るため、まちなか居

まちなか居住推進事業 住の推進を啓発するとともに、都心部における住宅 109,271 138,528 都 市 計 画 課

供給を支援する。

中堅所得層のファミリー世帯向けや高齢者世帯向けの
優良な賃貸住宅に対して、家賃の一部を助成する


